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BOSAI-DRIP

BOSAI-DRIP 防災科学技術研究所 災害リスク情報プラットフォーム研究プロジェクト

地震動予測地図の利活用に
向けた取り組み

藤原 広行
独立行政法人 防災科学技術研究所

1

資料 総１６－（３） － １
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BOSAI-DRIP

2

災害リスク情報プラットフォームが目指す情報社会

2

個人防災支援ｼｽﾃﾑ
「 i‐防災」

個人

×□_災害危険度メータ

危険度３

大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

×□_災害危険度メータ

危険度３

大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

災害リスク情報を
活用した個人防災

……
……

災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ･ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ
「災害ﾘｽｸ情報ｽﾃｰｼｮﾝ」

災害記録

個人や地域が、災害リスク情報に基づき、自ら「防災」を立案・実行できる社会を支援

災害リスク情報の流通

地震災害ﾘｽｸ情報

火山災害ﾘｽｸ情報

水・土砂災害ﾘｽｸ情報

雪氷災害ﾘｽｸ情報

防災科研
大学・研究機関 国・自治体

企業・ﾒﾃﾞｨｱ・NPO

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ被害想定結果

制度・ｻｰﾋﾞｽ情報

各種地理空間情報

地域防災
地域防災

地域防災支援ｼｽﾃﾑ
「地域防災ｷｯﾄ」

災害リスク情報を
活用した地域防災

地域

災害ﾘｽｸ情報ｸﾘｱﾘﾝｸﾞﾊｳｽ

個人防災

×□_災害危険度メータ

危険度３

大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

×□_災害危険度メータ

危険度３

大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

個人防災

×□_災害危険度メータ

危険度３

大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

×□_災害危険度メータ

危険度３

大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

個人・地域の連携

PJ研究開発項目

災
害
リ
ス
ク
情
報
の
活
用

災
害
リ
ス
ク
情
報
の
高
度
化

災害ﾘｽｸ情報
相互運用環境



N
IE

D 
BO

SA
I-D

RI
P

N
at

io
na

l R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
 fo

r E
ar

th
 S

ci
en

ce
 a

nd
 D

isa
st

er
 P

re
ve

nt
io

n,
 D

isa
st

er
 R

isk
 In

fo
rm

at
io

n 
Pl

at
fo

rm
 P

ro
je

ct

BOSAI-DRIP
プロジェクトの概要

3

目的：個人一人ひとりや地域が、それぞれ、自ら「防災」を計画・実行することができるよう、
①地震災害をはじめ各種災害に関するハザード・リスク情報（素材）を提供する
②それを活用して自ら「防災」を計画・実行できる環境（道具と手段）を提供する

相互運用環境とクリアリングハウス
①②で行うリスク評価のために必要な情報を発見し（クリ
アリングハウス）、利用できる（相互運用）環境

大学

国

自治体

研究機関

メディア

企業・NPO

ハザードマップ

被害想定

防災政策
・制度

防災サービス

災害記録

被災時体験
・エピソード

災害リスク情報
相互運用環境

①災害ハザード・リスク評価システムの研究開発

②災害リスク情報活用システムの研究開発

③災害ﾘｽｸ情報相互運用環境の研究開発

個人

地域

防災科研の各種
ﾊｻﾞｰﾄﾞ研究部門

各種ハザード

各種自然災害リスク評価ｼｽﾃﾑ
全国を対象とした各種自然災害事例マップの提
供システムと、地域を限定した各種自然災害リス
ク評価情報の提供システム

個人向け活用システム
個人の生活・将来設計を含めた「防災」計画立案
と、日常生活の各場面での防災行動支援を行うシ
ステム

地域向け活用システム
地域が自らの地域のリスクや資源を空間的・時間

的に可視化するプロセスを通じて、「防災」計画を

立案し実行するシステム

個人・
地域に
よる

リスク
評価

専門知
による
リスク
評価

災害リスク情報
クリアリングハウス

地震ハザード・リスク情報ステーション
全国を対象とした地震ハザード・リスク評価を実施
し、それら情報をＷＥＢ上でわかりやすく提供でき
るシステム

メタDB

防災行動
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BOSAI-DRIP
①災害ハザード・リスク評価システムの概要

4

①災害ハザード・リスク評価システムの研究開発
地震ハザード・リスク情報ステーション／各種自然災害リスク評価システム

各種自然災害ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ地震ハザード・リスク情報ステーション

◎全国版地震ハザード・リスク情報ステーション
全国を対象とし、地震調査研究の成果の集大成である地震動予測地図を高度化し、
地震リスク評価を実施する。ＷｅｂＧＩＳ等の技術を用いて、地震ハザード・リスク情報、
地下構造データ等の関連情報を網羅的に提供可能な情報ステーションを構築する。

◎地域詳細版地震ハザード・リスク情報ステーション（実証実験）
市区町村程度の限られた領域において、詳細な地震ハザード評価を行い、それらデー
タをもとにして、詳細なリスク評価を実施する。これら情報を提供するためのシステムを
開発し、実証実験を行う。

◎全国版自然災害事例ﾏｯﾌﾟｼｽﾃﾑ
全国を対象とし、各種自然災害共通の「災害
が発生したという事実」を「今後も発生しうると
いうリスク」として集約した自然災害事例マップ

を作成・提供する。

◎地域詳細版自然災害ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ
地域を限定し、各種災害のリスク評価を実施し、
それら情報を配信（相互運用）する実証実験を
行う。

地域を限定した実証実験 地域を限定した実証実験

災害リスク情報
クリアリングハウス

評価手法高度化の研究

地盤情報等の基盤情報整備

情報提供システムの開発全国を対象とした地震ハザード
評価・リスク評価の実施

人口、建物等
暴露側データ

地震リスク評価

建物被害

人的被害

経済被害等

基礎データの収集整備 地震ハザード・リスク評価 災害リスク評価

各種災害の
記録収集

全国版自然災害事例
マップの作成

活用システムでの相互運用 活用システムでの相互運用

活
用
シ
ス
テ
ム
で
の

相
互
運
用

活
用
シ
ス
テ
ム
で
の

相
互
運
用

専門知により構築・評価されたハザード・リスク情報を提供

……
……

地震ハザード評価

……
…………

……

微地形区分

山　　地
山麓地
丘　　陵
火山地
火山山麓地
火山性丘陵
岩石台地
砂礫質台地
ローム台地
谷底低地
扇状地
自然堤防
後背湿地
旧河道
三角州・海岸低地
砂州･砂礫州
砂　　丘
干拓地
埋立地
湖　　沼

避難所
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BOSAI-DRIP

5

地震動予測地図の作成

5

「確率論的地震動予測地図」と「震源断層を特定
した地震動予測地図」から構成される

平成１７年３月に、「全国を概観した地震動予測
地図」が、はじめて公表された

その後、毎年新たな知見を反映して更新されて
いる

平成２１年７月に、「全国地震動予測地図」が公
表された

これらとは別に、長周期地震動予測地図の作成に
ついて検討され、試作版が公表されている。
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BOSAI-DRIP

66

主要断層帯すべてについて、詳細な強震動評価(約５００ケース）
を実施し、それらデータを公開。

全国地震動予測地図の作成

２００９年7月、地震本部から、高度化された地震動予測
地図(２５０ｍメッシュ）が公表された
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BOSAI-DRIP

77

地震ハザードステーション J-SHIS

•J-SHIS: Japan Seismic Hazard 
Information Station の略
•地震調査研究推進本部地震調査
委員会が公表する「全国を概観し

た地震動予測地図」をWeb上で閲
覧したり、作成に用いられたデータ

の公開等を行うシステム

•2005年5月9日より運用
•2009年7月21日より新システム
運用開始

２０１０年9月17日より機能追加、
英語版ＨＰ運用開始

http://www.j-shis.bosai.go.jp
日本地震工学シンポジウム（１１／１８－１１／２０、つくば市国際会議場で開催予定）
オーガナイズドセッション「地震動予測地図」において、ＰＪ研究成果を発表。
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BOSAI-DRIP

888

地震ハザードステーション（J-SHIS）の機能拡張

地震動予測地図
データベース

長周期地震動予測地図
データベース

予測地図データ
三成分波形データ
動画

J-SHIS WEB
インタフェース

RESTful API WMS WFS

相互利用サーバ

独自WEB
インタフェース

PCユーザ

スマートフォン
ユーザ

GPSによる
位置情報の取得

予測地図データ
ハザードカーブ
浅部地盤情報
深部地盤情報

スマートフォン
アプリケーション

WEBブラウザ

GIS
アプリケーション

ブラウザによる
情報取得

ブラウザによる
情報取得

GISアプリケーション
によるWMS/WFS利用

WEBブラウザ
GISアプリケーション
による長周期地震動の可視化

現在位置における長周期地震動情報
の可視化アプリケーション

独自の長周期地震動コンテンツが
構築可能なAPIの提供

eコミマップのようなサービス
による利用

twitter等のSNS、他の地理情報サービスとの連携
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BOSAI-DRIP

99

地震ハザードの時間変化

1890年 1920年 1950年

1980年 2010年 2040年

（３０年超過確率３％の工学的基盤上での最大速度）
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BOSAI-DRIP

1010

確率論的地震動予測地図と実際に発生した地震による揺れの比較
（超過確率３％の計測震度の分布図）

１８９０～１９１９年 １９２０～１９４９年 １９５０～１９７９年 １９８０～２００９年

予測 予測 予測 予測

実績 実績 実績 実績

（上段：確率論的地震動予測地図、下段：実際に発生した地震による揺れ）
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BOSAI-DRIP

11

確
率
論
的
地
震
動
予
測
地
図
の
検
証

11
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○予測
●実績
△2010年の予測値

全国 最大影響カテゴリーⅠ 最大影響カテゴリーⅡ 最大影響カテゴリーⅢ

1890年起点 1920年起点 1950年起点 1980年起点

1890年起点 1920年起点 1950年起点 1980年起点

1890年起点 1920年起点 1950年起点 1980年起点

確率論的
地震動
予測地図
（震度6弱
30年

超過確率）

過去の地震
による
ハザード
マップ
（震度6弱
30年

超過確率）

確率論的
地震動
予測地図
最大影響
カテゴリー
（30年間：
震度6弱
以上）

30年間の
メッシュ数
期待値



N
IE

D 
BO

SA
I-D

RI
P

N
at

io
na

l R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
 fo

r E
ar

th
 S

ci
en

ce
 a

nd
 D

isa
st

er
 P

re
ve

nt
io

n,
 D

isa
st

er
 R

isk
 In

fo
rm

at
io

n 
Pl

at
fo

rm
 P

ro
je

ct

BOSAI-DRIP

121212

過去の地震の震度分布と簡便法予測結果との比較

※簡便法＝距離減衰式を
用いた地震動予測手法

微地形区分による

観
測
記
録
に
よ
る

◎地盤による増幅の比較

地震動予測地図の検証

予測誤差の分析・要因抽出

地震動予測手法の改良

予測精度の向上

地震動予測地図の高度化

観測値 予測結果

観測値 予測結果

1944年 東南海地震（M7.9）

1995年 兵庫県南部地震（M7.3）

震
度

震度の予測結果－観測値

頻
度
（
%
）

カテゴリーⅠ&Ⅱ カテゴリーⅢ 全て

対象：震度４以上が観測された記録
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全国的な地震リスク評価の実施

地震タイプの特徴を踏まえた地震対策立案に資する地
震リスク評価
（１）震源が特定できる海溝型地震（例：東海・東南海・南海地震）

（２）震源が特定できない海溝型地震（例：首都直下地震）

（３）活断層で発生する地震

（４）震源が特定できない地震

今後３０年程度を見据えた、中長期的な地震対策立案
に資する地震リスク評価

上記リスク評価に資する各種基盤情報の整備

J-SHISからの情報提供、e-コミとの連携
H22年度で、全国暫定リスク評価情報のとりまとめを予定。

全国の自治体等の地震対策に資する一次情報の提供を目的とする。
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家屋を対象とした
地震リスク評価に
資する基礎データ

全国２５０ｍメッシュ
建物分類データベース

全国250mメッシュ建物分類データベースの構築

◆公開情報に基づく建物データの推定

◆全国統一手法による建物データの推定

◆詳細かつ高精度な建物データの推定

○全国２５０ｍメッシュでの建物データ推定手法の開発

構造別・年代別建物棟数の推定

構造別（木造／非木造）

建設年代別（1980年以前／1981年以降）
構造・年代別
建物データ

○建物データ推定手法の精度検証と高度化

推定精度のばらつきと精度向上を目指した検討

統計データ／住宅地図

H21年度に暫定版完成。H22年度には、検証と高度化の実施。

総務省統計局、
自治税務局
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目的目的

全国地震動予測地図のハザード情報に基づく建物被害リスク
および人的被害リスクの試算

試算の流れ試算の流れ

○地震カテゴリー別の対策重点地域の特定
○将来に向けての防災対策（木造住宅耐震促
進の補助金事業や長期優良住宅普及への
優遇措置等）による費用対効果の判定

等々

0

10

20

30

40

50

2010年 2025年 2040年

建
物
棟
数
（
百
万
棟
）

1980年以前築

0

50

100

150

2010年 2025年 2040年

人
口
（
百
万
人
）

65歳以上人口

2010年、2025年、2040年における全国の建物棟数、人口の推移

建物棟数 人口

496,349
423,410

327,649

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

2010年 2025年 2040年

全
壊
棟
数

2010年、2025年、2040年における全国の50年被害発生期待値の推移

全壊棟数 死者数

2010年、2025年、2040年時点の建物、
人口データの推定：250mメッシュ単位

リスク評価手法の検討：最近の被害地震
による検証

リスク計算：メッシュごとのリスクカーブの
算定→50年被害発生期待値算定・集計

全国地震動予測地図
地震ハザード評価

全国地震リスク評価(全壊棟数、死者数)
現在～将来：2010年、2025年、2040年

今後の展開今後の展開

6,0756,723
7,029

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2010年 2025年 2040年

死
者
数
（
人
）

2010年時点における都道府県別50年被害発生期待値分布

全壊棟数 死者数
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地震被害想定における想定地震の選定方法に関する検討

『全国地震動予測地図』

確率論的地震動予測地図
震源断層を特定した地震動
予測地図

〔全国地震動予測地図を活用した自治体の地震被害想定の流れ（構想）〕

建物全壊率(%)

超
過
確
率

(%
)

超過確率26％以上
想定地震A、・・

超過確率3％以上
想定地震B、・・
超過確率0.1%以上
想定地震C、・・

リスクカーブによる想定地震の選定

全国地震動予測地図から
自治体レベルでの詳細な
地震ハザード・リスク評価
への橋渡し。
地域詳細版リスクマップ
（地震被害想定）

どのような想定地震を
選定するか？

地震発生確率を考慮した地震
被害想定
リスク評価に基づく想定地震
の選定

地域の災害に対する脆弱性（地
域特性）を考慮した、優先順位付
けした地震防災戦略・対策の立
案を支援
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シナリオ地震を対象とする詳細な地震リスク評価手法の検討

【地震リスク評価手法の全体フロー】

【広域での検証フロー】 【強震観測点での検証フロー】

【建物毎のDamage Index分布】

 評価対象エリアの地震動応答 
スペクトルの算定（1km ﾒｯｼｭ） 

建物区分別の全壊、半壊被害

率の算定（1km ﾒｯｼｭ） 

全壊、半壊棟数の算出 
（1km メッシュ）、集計 

住宅の全壊、全半壊棟数の 
実被害ﾃﾞｰﾀとの比較・検証 

構造別・年代
別・階層別住

宅棟数・住宅
数データ 

 

 対象地震および強震観測点の
選定（12 地震、24 地点） 

強震観測記録の地震動応答 

スペクトルの算定 

既往の調査結果における 
被害率との比較・検証 

強震観測点を中心
とする半径200mの

範囲内における建
物棟数データ（既
往の調査結果） 

 

建物被害率の算定 
 

■建物被害評価結果のイメージ

■検証の流れ

■地震ﾘｽｸ評価手法の概要

【町丁目毎の全半壊棟数分布】

50%

0%

100%

50%

0%
層間変形角

最大層間変形角

小破

小破以上

中破以上

大破以上

大破 中破

損傷確率

損傷確率

無被害
工学的基盤

１質点系モデルの
復元力特性

（耐力スペクトル）

地震動スペクトル
（要求スペクトル）

表層地盤増幅

距離減衰式

Sd

Sa

δ(Sd)

Q
(Sa)

W・Cy

・震源情報
・工学的基盤の地震動
・表層地盤情報

応答スペクトルに基づく地震応答解析

建物属性データの入力

（構造種別、建築年、階数等）

復元力特性データ

（降伏ﾍﾞｰｽｼｱ係数 Cy 同定値）

損傷確率曲線データ

（限界層間変形角の同定値）

損傷確率曲線に基づく損傷確率の評価

各種被害の評価
● Damage Index （0～1.0）期待値
● 損失額期待値
● 人的被害
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庁内平常業務向けコンテンツとしての活用

地震防災戦略の目標設定

確率論的ハザード情報

課税台帳 住宅地図

目的に適合した想定地震の選定

非課税建物

簡易リスク評価

詳細リスク評価

個別建物データ

地震情報ＤＢ
• 被害率関数によ
る簡易評価

• メッシュ等での被
害量評価

• 全市および地区
毎のリスクカーブ

ウェブによる住宅リスク診断

• 住民もしくは支援者が個別建物
情報を入力

• 地震ハザードステーションから
地震動情報を取得

• 自宅の地震リスクを分析・表示

• 個別建物の属性を反映した
地震リスク評価

特定シナリオ地震

市内全域もしくは
選定された対象地区

• 耐力スペクトル法により地盤
と建物の周期特性を考慮

• 評価結果のＧＩＳ表示

データマッチング

庁内活用

• 目的に適合した想定地震の選択
• 想定地震に対する被害ボリューム
の把握

• 市内の被害分布の把握
• 行政間の広域連携、など

庁内活用
地震防災戦略の最適化

• 震災時要援護者への対応
• 避難路の点検および確保
• 避難世帯数、避難所収容能力の
把握・検討

• 災害対応力（消火、救助、救護
等）の検証と広域応援計画の検討

• 被害認定調査、被災者生活再建
支援の具体的検討、など

市民向け公開情報

市民レベルの防災意識
向上と情報共有

• 避難路の安全性の確認
• 広域または地区単位での発災対
応型防災訓練、など

建物所有者に情報提供

地震リスク認識向上と
対策への動機付

• 自宅の耐震性および想定地震に
対する被害程度の把握

• 耐震診断・耐震補強などの地震対
策の必要性の確認、など

地域詳細版地震リスク評価と利活用に向けて（藤沢市における実証実験）

税務
都市計画
業務

ＰＲＥ管理
（ＦＭ）

シナリオ地震による
ハザード情報

ボーリングデータの活用による地盤
モデルの作成、微動観測等による
モデル高度化

リアルタイム地震情報

リアルタイム地震情報
の利活用
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統合化地下構造データベースの構築（科学技術振興調整費）

防災科学技術研究所
地下構造ＤＢ

産業技術総合研究所
地質情報ＤＢ

自治体等
DB

土木研究所
地盤力学ＤＢ

地盤工学会
表層地盤情報ＤＢ

ネットワークによる連携・統合化

Ｐ波速度（km/s）
1 2 3 4 5 6

Ｐ波速度（km/s）
1 2 3 4 5 6

Ｐ波速度（km/s）
1 2 3 4 5 6

Ｐ波速度（km/s）
1 2 3 4 5 6

Ｐ波速度（km/s）
1 2 3 4 5 6

０

１０００

２０００

３０００

４０００

５０００

６０００

７０００

深　度
（ｍ）

魚沼
魚沼

魚沼

魚沼灰爪

灰爪

灰爪

灰爪
西山

西山

西山 西山

西山
西山

西山

西山

西山

椎谷

椎谷
椎谷

椎谷

椎谷

椎谷

椎谷

上部
寺泊

上部
寺泊

上部
寺泊

上部
寺泊

上部
寺泊

下部
寺泊

下部
寺泊

下部
寺泊

下部
寺泊

七谷

グ
リ
｜
ン
タ
フ

グ
リ
｜
ン
タ
フ

グ
リ
｜
ン
タ
フ

グ
リ
｜
ン
タ
フ

寺泊

寺泊

グリーン
タフ

グリーン
タフ

魚沼

＋

灰爪

魚沼

＋

灰爪

魚沼

＋

灰爪

魚沼

魚沼灰爪
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1.7
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2.4

3.6
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2064

3600

4430

5006
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1416
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4.2
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837

3127

3853

6100
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3.8

4.4
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「下五十嵐」
石油公団(1968a）

「大淵」
石油公団(1968b）

「新竹野町」
石油公団(1994）

「升潟」
石油公団(1994）

「月潟」
石油公団(1991b）

「新潟平野」
石油公団(2003）

「新津」
石油公団(2003）

「吉田」
石油公団(1970a）

「三島」
石油公団(1993）

「東山」
石油公団(1999）

1.55

2.15

2.8

3.3

4.0

3.2

4.8

2970

4.1

3.7

137.67 137.83 138 138.17 138.33 138.5 138.67 138.83 139 139.17 139.33 139.5 139.67

36.83

37

37.17

37.33

37.5

37.67

37.83

38

38.17

38.33

38.5

0
50
100
200
300
400
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500
5000
5500
6000
6500
7000
8000

地下構造に関する各種データ

地震防災及び関連分野の研究開発の活性化・効率化・高度化
安心・安全で持続可能な社会の構築

ネットワークを利用した分散管理型システムによる統合化地下構造データベースの構築

東大地震研 東工大

利活用・ＤＢ高度化

一部のデータは散逸の危機にある
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ボーリングデータ
約４４万本

反射法・屈折法
探査データ

表層地盤増幅率

深部地盤全国
モデル

地震観測網
データ

プレート・地殻構造
モデル

地下構造を３つの領域に分けてモデル化

地質データ

微地形、ボーリ
ングデータ等か
らモデル作成

作
成
さ
れ
た
モ
デ
ル
は
公
開
さ
れ
て
い
る

内閣府防災担当へのデータ提供協力も検討中。

これらの基礎データ、作成されたモデルは、全国
地震動予測地図の作成において活用されている。

防災科研の基礎データベース
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国・自治体及び公的機関等から収集したボーリングデータ数

浅部地盤モデル
作成のための
ボーリングデータ
の収集・モデル化

浅部地盤
モデルの
構築
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既存地盤データの収
集、 微動アレイ観測

浅部・深部統合地盤
モデル
（約250mメッシュ）

微動のH/Vスペクトル比（赤・青）

地盤モデルによる
理論H/Vスペクトル比（黒）

チューニングされた地
盤構造モデル

（主に速度等の物性地
構造モデル）

常時微動（単点）

常時微動（アレイ）

・地盤モデルを初期情報として利用
・微動アレイの位相速度と単点微動のH/Vスペ
クトル比によるジョイントインバージョン解析
・各層物性値の平均値の推定

浅部・深部統合地盤モデル作成手法の検討
H２１年度は、千葉県、新潟県においてモデル作成の検討開始。H22年度は茨城県にも着手。
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WM
S

WFS

防災科学技術研究所
ボーリングデータ、地形デー

タ

地盤モデル

防災科学技術研究所
ボーリングデータ、地形デー

タ

地盤モデル

産業技術総合研究所
ボーリングデータ、地質モデ

ル

産業技術総合研究所
ボーリングデータ、地質モデ

ル

土木研究所
ボーリングデータ、地盤物性

土木研究所
ボーリングデータ、地盤物性

公開WMS・WFSサーバ

例えば、産業技術総合研究所の

地質情報インデックス検索システム

（G-INDEX）

公開WMS・WFSサーバ

例えば、産業技術総合研究所の

地質情報インデックス検索システム

（G-INDEX）

WMS：Web Map Service

WFS：Web Feature Service

統合化地下構造ＤＢポータルサイト
（Ｇｅｏ－Ｓｔａｔｉｏｎ）の概念図

ポータルサイトポータルサイト

ボーリングデータ、メッシュデータ、WMS、WFS
ボーリング用メタサーバ
自治体の公開データとの連携

ボーリング用メタサーバ
自治体の公開データとの連携

メタデータ
位置，標高
掘進長など

地盤工学会
全国電子地盤図

（地盤モデル）

地盤工学会
全国電子地盤図

（地盤モデル）

メッシュデータ

Ｇｅｏ－Ｓｔａｔｉｏｎ ２００９年9月より試験公開を開始
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電子化したボーリングデータを
県民や市民にWEB公開するた
めには、WEB-GISの地盤情報
システムを構築して運用しなけ
ればなりません。

データをWEB公開するには

防災科学技術研究所と産業技
術総合研究所が公開したボー
リングデータ処理システムを利
用することにより、紙資料のボ
ーリングデータを国土交通省の
ボーリング交換用データ（XML
形式）で電子化することができ
ます。
http://www.geo-stn.bosai.go.jp/
software/boring/index.html

ボーリングデータの電子化

ジオ・ステーション（Geo-Station）

ジオ・ステーションからデータを公開できます

XML形式のボーリ
ングデータを準備し
ます。

ジオ・ステーション
にボーリングデータ
を登録します。

ボーリングデータが
地図上にWEB公開
されます。

自治体のボーリングデータの公開支援

データの公開支援

http://www.geo-stn.bosai.go.jp/jps/index.html

【お問い合わせ】
独立行政法人防災科学技術研究所

防災システム研究センター
「統合化地下構造データベース」プロジェクト

geo-stn@bosai.go.jp
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②災害リスク情報活用システムの概要

25

②災害リスク情報活用システムの研究開発
個人向け活用システム／地域向け活用システム

×□_災害危険度メータ

危険度３
大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

×□_災害危険度メータ

危険度３
大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

個人

地域

地域固有の空間
情報（ヒヤリハッ
ト、防災機材等）

◎防災マップ作成機能
その地域のリスクマップ上に、地域固有の防災施設
（避難所、消火設備等）や危険個所等を追加し、議論
を踏まえて、地域固有の防災マップを作成

地域固有のリスク評価

地域固有の災害
文化（近所関係、
慣習、考え方等）

専門知によるリスク評価を踏まえ
個人／地域が自ら行う

リスク評価・リスクマネジメント

◎災害リスクシナリオ作成機能
全国における様々な災害体験を基に、その地域に発
生しうるリスクを時系列でシナリオ化し、それに沿って
地域固有の対策を立案

各種地図

…
…

…

個人固有のリスク評価
災害リスク情報
クリアリングハウス

◎将来防災生活設計機能
一人ひとりの生活設計に必要なリスク情報とそれを支
援する各種公的支援や民間サービスを自動推奨し、
リスク情報に基づく将来の生活設計を立案

◎日常防災行動支援機能
リスクの変動と個人の行動（位置）の変化に合わせ、
いつ、どこにいても、その時その場で必要となるリスク
情報と、それに即した防災行動を推奨

属性（健康状態
等）、所持物件、
将来計画、等

通勤経路、出
張・旅行計画、
GPS位置情報等

各種自然災害
評価ｼｽﾃﾑ

地震ﾊｻﾞｰﾄﾞ･
ﾘｽｸｽﾃｰｼｮﾝ

体験・ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ

専門知によるリスク評価

災害リスク情報
相互運用環境

…………………………

…………………………

…………………………

◎ 自治体防災システムとの連携機能
自治体が保有する防災システムと連携し、情報を集約・受発信

制度・ｻｰﾋﾞｽ・行動

個人向け活用ｼｽﾃﾑ
「i-防災」

地域向け活用ｼｽﾃﾑ
「地域防災キット」

……
…………

……

……
……
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eコミュニティ・プラットフォーム

地域外からの情報獲得
» RSSリーダー、タグリーダ
ー、検索、etc.

地域内での情報収集、意
見交換・議論
» 掲示板、アンケート、市民
レポーター機能、etc.

地域内での活動支援
» ｸﾞﾙｰﾌﾟ管理、ｽｹｼﾞｭｰﾙ管
理、ﾌｧｲﾙ管理、etc.

地域内外への情報発信
» ブログ、RSS配信、etc.

地域間連携
» 特定地域間RSS受配信、e
コミ間連携機能、etc.

26

出力例出力例
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防災マップ作成システム

専門知・経験知・地域知を地図上で可視化し、統合的に共有・
議論・検討できるツール

27

出力例出力例

•専門機関等の地理空
間情報（GISデータ）
•他の分散相互運用環
境へのデータの提供が
可能

分散している地理空間情報に対し、地域住民側が、
情報を動的に引き出し、その上で情報を追加すること
が可能なWebマッピングシステム

分
散
相
互
運
用

地域住民地域住民

NIED

自治体

大学・研究
機関等

洪水ハザードマップ

地域住民による情報
統合型GIS
ハザードマップ

地震動予測地図
地すべり地形分布図

各種地図・図表
シミュレーション
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28

災害リスクシナリオ作成ｼｽﾃﾑ

地域に起こりうる出来事を、専門知や経験知を踏まえ、地域特
有の考えや資源（地域知）を基に、時系列的に課題や対応を検
討するツール

出力例出力例

※
システム上で利用することも可能だ
が、現時点では地域でのワーク
ショップでの利用を想定した活用方
法を検討・評価・検証中

28
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③災害リスク情報相互運用環境の概要

29

大学

国

自治体

研究機関

メディア

企業・NPO

・ハザードマップ
・被害想定

・防災政策・制度
・防災ｻｰﾋﾞｽ（保険等）
・防災行動

・災害記録

・被災時体験
・エピソード
・写真

災害リスク情報
クリアリングハウス

③災害リスク情報相互運用環境の研究開発
「総体」として、ハザード・リスク情報/災害事例/体験・ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ/制度・ｻｰﾋﾞｽ・行動を活用できる環境

災害ハザード・リスク評価システム

地震ハザード・リスク評価および
各種自然災害事例マップ作成に
使用

×□_災害危険度メータ

危険度３
大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

×□_災害危険度メータ

危険度３
大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録
ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想

個人および地域の「防災」計画立
案・実行時に使用

…
…

…

……
…………

…………
……

……
…………

……

……
……

いつどこでどのような
災害が発生したか？

いつどこでどのような
災害が発生しうるか？

どのような災害時にどの
ようなことが起きたか？

どのような災害時にどの
ようなことができる（すべ

き）か？

ハザード・リスク情報
データベース

災害履歴
データベース

体験・エピソード
データベース

制度・サービス・推奨行動
データベース

①②で行うリスク評価のために必要な情報を発見し（クリアリングハウス）、利用できる（相互運用）環境を、社会全体
のネットワーク（総体）として実現することを目指す。その有効性と課題を示すために、相互運用環境を模したデータ
ベースに各種情報を整備し、仮想的な相互運用環境と位置づけて実証実験を行う。

災害リスク情報活用システム

分散して個別に運用されるDB
が相互に連携し、利用者側から
は1つのDBのように利用できる
環境

メタDB
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災害リスク情報相互運用環境の提案

30

…WMS: Web Mapping Service
(ISO-19128)

…WFS: Web Feature Service
(ISO-19142)

…WCS: Web Coverage Service
(ISO-191xx)

else: WPS, SOS, OLS, etc.

情報活用システム

従来の分散情報提供方式 情報の分散相互運用環境

Stand-Alone
WebGIS

PDFImage
(jpg, png, gif, etc)

InternetInternet InternetInternet

Image data
(jpg, png, gif)

Vector data
(point, line, poly)

Mesh data

地理空間情報の国際標準
インターフェースの導入

活用システムと提供システムが
連動しないため、使用する際に
それぞれのサイトにアクセスし
なければならない

動的な情報の
活用が可能

情報提供システム群 情報提供システム群

情報活用システム
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【成果公開】情報発信とオープンソース公開

3131
http://bosai‐drip.jp twitter:bosai_driphttp://bosai‐drip.jp twitter:bosai_drip

ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽ
（GPL）
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……
……

災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ･ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ
「災害ﾘｽｸ情報ｽﾃｰｼｮﾝ」

災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ･ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ
「災害ﾘｽｸ情報ｽﾃｰｼｮﾝ」

災害記録

個々のシステム構築なしに、平時・発災時・復旧復興時の対応をシームレスに実行可能な情報活用環境

災害リスク情報の流通災害リスク情報の流通

防災科研

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ被害想定結果

制度・ｻｰﾋﾞｽ情報

各種地理空間情報

災害ﾘｽｸ情報
相互運用環境

災害ﾘｽｸ情報
相互運用環境

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ地域ｺﾐｭﾆﾃｨ

災害ﾘｽｸ情報ｸﾘｱﾘﾝｸﾞﾊｳｽ災害ﾘｽｸ情報ｸﾘｱﾘﾝｸﾞﾊｳｽ

個人・家庭個人・家庭

個人・地域・自治体・企業の連携

自治
体

自治
体

×□_災害危険度メータ

危険度３
大丈夫？

自宅の登録 家族の登録 自宅の耐震評価 備蓄登録

ファイル 編集 表示 ツール ヘルプ

なし

なし

緊急地震速報

台風や豪雨予想
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被害想定
ｱﾌﾟﾘ

罹災証明
ｱﾌﾟﾘ

復旧計画
ｱﾌﾟﾘ

防災計画
ｱﾌﾟﾘ

協定連携
ｱﾌﾟﾘ

ﾘｱﾙﾀｲﾑ
被害推定
ｱﾌﾟﾘ

災害時
情報集約
ｱﾌﾟﾘ

救助救援
支援ｱﾌﾟﾘ

事業継続
ｱﾌﾟﾘ

クラウド型防災アプリケーション群クラウド型防災アプリケーション群
平時→発災時→復旧復興時平時→発災時→復旧復興時

様々な防災ｱﾌﾟﾘ
ｹｰｼｮﾝを個別に持
たなくても共有して
活用できる環境

今後目標とするシステム構想


